
広島中央トピックス地域の情報をお届け！

▲草刈りを体験する参加者

　
広
島
中
央
地
域
本
部
は
、
女
性
の
水
稲
栽
培
初

心
者
が
対
象
の
米
作
り
講
座
を
開
き
、
栽
培
技
術

を
伝
え
て
い
ま
す
。
米
作
り
を
基
礎
か
ら
教
え
る

こ
と
で
、
次
世
代
の
後
継
者
を
支
援
し
、
円
滑
な

事
業
継
承
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
講
座
は
１
月
に
開
講
し
、
最
終
回
の
12
月
ま
で

毎
月
１
回
開
き
ま
す
。
米
作
り
未
経
験
者
や
、
主

体
と
し
て
携
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
17
人
が

受
講
。
全
12
回
の
講
座
で
、
育
苗
や
代
か
き
、
田

植
え
、
水
管
理
、
防
除
、
収
穫
な
ど
作
業
時
期
に

合
わ
せ
た
内
容
を
営
農
指
導
員
が
分
か
り
や
す
く

教
え
ま
す
。

　
２
月
16
日
に
東
広
島
市
の
Ｊ
Ａ
高
屋
支
店
で
開

い
た
講
座
で
は
、
広
島
中
央
農
機
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
が
、
農
作
業
事

故
の
実
態
や
防
止
対
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
田
植
え
機
に
乗
車
し
て
前

進
や
旋
回
を
体
験
し
、
草
刈
り
機
で
畦
畔
の
草
を

刈
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
阿
部
ナ
ツ
さ
ん
は
「
家
の
周
り
に
田

ん
ぼ
が
多
い
の
で
、
自
分
で
米
を
作
っ
て
み
た
い

と
思
い
、
参
加
し
た
。
実
際
に
機
械
の
操
作
も
体

験
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
地
域
本
部
営
農
経
済
部
の
西
田
聡
副
部
長
は

「
米
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
米
食
中

心
の
日
本
型
の
食
事
に
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
。
女
性
の
活
躍
は
今
後
の
農
業
に
欠
か
せ

な
い
。
安
全
に
営
農
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
講
座

で
伝
え
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
広
島
中
央
地
域
本
部
が
導
入
し
た
集

出
荷
作
業
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
シ
ス
テ

ム
「
み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド
・
ら
く
ら
く
出

荷
」
の
成
果
・
検
討
会
が
２
月
15
日
、

広
島
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
セ
ラ

ク
と
Ｊ
Ａ
が
共
同
で
構
築
し
、
広
島
大

学
や
国
の
機
関
が
運
営
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
生
産
者
の
出
荷
作
業
の
軽
減
、

Ｊ
Ａ
担
当
者
の
集
荷
販
売
に
係
る
作
業

の
労
力
軽
減
や
迅
速
な
出
荷
報
告
に
よ

る
優
位
販
売
な
ど
を
目
的
に
、
昨
年
２

月
に
大
和
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
試
験
導

入
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
な
ど
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
昨
年
12
月
に
は
全

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
導
入
し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
、
生
産
者
の
出
荷
作
業

に
係
る
時
間
や
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
集

荷
・
販
売
に
係
る
時
間
が
削
減
で
き
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
導
入
し
た

こ
と
で
販
売
先
へ
の
報
告
時
間
が
大
幅

に
短
縮
で
き
た
こ
と
な
ど
も
情
報
共
有

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
精
算
シ
ス
テ

ム
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
販
売
代
金
の

迅
速
な
精
算
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
が

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

▲ＪＡの取り組みについて説明する職員

女
性
後
継
者
へ
伝
承

初
め
て
の
米
作
り
講
座

青
果
販
売
Ｄ
Ｘ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

成
果
検
討
会
で
情
報
共
有

▲田植え機の操縦を体験する参加者

広島中央地域
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田
植
え
に
向
け
て

◆
春
の
耕
起
作
業

　
４
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
本
田
管
理
が

始
ま
り
ま
す
。
今
月
号
で
は
春
耕
起
か
ら

田
植
え
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
春
耕
起
は
田
植
え
に
向
け
た
仕
上
げ

の
作
業
で
次
の
よ
う
な
目
的
が
あ
り

ま
す
。

①�

地
表
の
有
機
物
を
す
き
込
む
こ
と
で
地

力
の
向
上
と
雑
草
を
防
ぐ
。

②�

硬
い
土
を
砕
き
空
気
を
含
ま
せ
る
こ
と

で
代
か
き
の
効
率
を
上
げ
る
。

◆
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

　
湛
水
前
の
水
田
の
土
壌
は
、
乾
燥
さ
せ

る
と
土
壌
中
に
含
ま
れ
る
有
機
物
の
分
解

が
進
み
、
土
壌
中
の
窒
素
量
が
増
加
し
ま

す
。
そ
の
後
、
湛
水
す
る
と
微
生
物
の
活

動
で
無
機
能
窒
素
状
態
と
な
り
、
稲
が
生

育
中
に
吸
収
で
き
る
窒
素
量
を
蓄
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
効
果
を

「
乾
土
効
果
」
と
言
い
、
こ
の
効
果
を
高

め
る
た
め
に
は
、
水
田
の
土
壌
を
で
き
る

だ
け
乾
燥
さ
せ
た
状
態
で
耕
起
作
業
を
行

な
う
の
が
理
想
で
す
。
土
壌
が
湿
っ
た
状

態
で
の
す
き
込
み
は
、
乾
い
た
時
に
土
が

硬
い
塊
と
な
り
、
そ
の
後
の
作
業
に
負
担

が
生
じ
ま
す
。

◆
代
か
き
　

　
代
か
き
は
水
田
を
平
ら
に
整
え
、
入
水

後
の
水
を
均
等
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
の

作
業
で
す
。
他
に
も
苗
の
活
着
を
促
し
、

水
漏
れ
や
浮
き
わ
ら
、
雑
草
の
発
生
を
抑

え
る
な
ど
今
後
の
稲
の
生
育
を
左
右
す
る

要
素
が
多
く
あ
り
ま
す
。
代
か
き
は
田
植

え
と
違
い
、
同
じ
場
所
を
何
度
も
往
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
丁
寧
に
水
田
の

凹
凸
を
な
ら
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

同
じ
場
所
を
何
度
も
行
き
来
す
る
と
ト
ラ

ク
タ
ー
の
重
さ
に
よ
り
沈
み
込
み
、
過
度

な
深
耕
と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
荒
代

　
荒
代
は
、
田
植
え
の
た
め
に
行
な
う
最

初
の
代
か
き
の
こ
と
で
、
田
植
え
10
日
前

頃
を
目
安
に
行
な
い
ま
す
。
耕
起
終
了

後
、
荒
代
ま
で
に
水
を
入
れ
、
し
っ
か
り

土
を
湿
ら
せ
て
土
塊
を
柔
ら
か
く
し
て
お

き
ま
す
。
荒
代
直
前
の
水
管
理
は
水
面
が

２
～
３
割
、
土
が
７
～
８
割
見
え
る
程
度

の
浅
水
に
調
整
し
、
荒
代
終
了
後
は
入
水

し
て
自
然
減
水
さ
せ
ま
す
。
浅
水
で
の
代

か
き
は
稲
わ
ら
や
雑
草
が
土
中
に
埋
没
し

や
す
く
田
面
の
均
平
確
認
も
し
や
す
い
で

す
。
ま
た
、
荒
代
の
際
は
、
漏
水
防
止
の

た
め
圃
場
の
外
周
は
丁
寧
に
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

◆
本
代

　
初
期
剤
を
処
理
し
な
い
場
合
、
雑
草
が

発
生
し
や
す
い
た
め
、
本
代
は
田
植
え
３

～
４
日
前
頃
を
目
安
に
行
な
い
ま
す
。
本

代
も
荒
代
と
同
様
に
水
位
１
㎝
程
度
の
浅

水
に
調
整
し
ま
す
。
本
代
は
田
植
え
前
の

仕
上
げ
の
作
業
に
な
り
ま
す
。
か
き
過
ぎ

は
土
壌
の
酸
欠
状
態
を
招
く
こ
と
か
ら
生

育
不
良
の
原
因
に
も
な
る
の
で
注
意
し
て

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

◆
田
植
え

　
田
植
え
時
の
水
位
が
高
い
と
浮
き
苗
に

な
っ
た
り
、
田
植
え
機
で
印
を
付
け
て
い

く
マ
ー
カ
ー
が
見
え
づ
ら
い
な
ど
の
懸
念

材
料
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
代
終
了
後

は
、
追
加
入
水
を
行
な
い
、
水
位
１
～
２

㎝
程
度
に
調
整
し
、
湛
水
後
は
土
壌
が
適

度
に
沈
降
し
て
落
ち
着
く
の
を
待
ち

ま
す
。

　
植
え
付
け
の
深
さ
は
２
㎝
程
度
を
目
安

と
し
ま
す
。
深
植
え
は
活
着
が
遅
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
田
植
え
は
低
温
や
強
風

の
日
に
行
な
う
と
活
着
が
悪
く
な
り
、
初

期
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
で
き

る
限
り
風
の
弱
い
温
暖
な
日
に
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

◆
田
植
え
直
後
の
水
管
理

　
田
植
え
直
後
は
、
苗
が
水
没
し
な
い
程

度
の
深
水
管
理
で
活
着
を
促
し
ま
す
。
田

植
え
の
時
期
は
、
ま
だ
気
温
が
低
い
の

で
、
水
の
保
温
力
で
苗
を
保
護
し
ま
す
。

苗
は
活
着
す
る
こ
と
で
新
し
い
根
が
十
分

に
養
分
や
水
を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
活
着
後
は
３
㎝
程
度
の
浅
水
管
理
で
水

温
、
地
温
を
上
昇
さ
せ
て
分
げ
つ
を
促
し

ま
す
。
強
風
や
夜
間
の
冷
え
込
み
が
心
配

さ
れ
る
場
合
や
、
曇
天
で
水
温
、
地
温
が

上
が
り
に
く
い
と
き
は
５
～
６
㎝
程
度
の

深
水
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
　菜

夏
秋
野
菜
の
定
植
準
備

◆
圃
場
準
備

　
ま
ず
、
前
年
に
何
を
栽
培
し
て
い
た
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
夏
秋
野
菜
の
代
表

格
で
あ
る
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
な

ど
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
。
連
作
と
な
る
場

合
は
他
の
作
物
に
変
更
す
る
か
、
圃
場
面

積
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
は
「
接
木
苗
」

な
ど
を
購
入
す
る
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◆
耕
う
ん
作
業

　
一
般
的
に
夏
秋
野
菜
は
栽
培
期
間
が
長

い
た
め
、
圃
場
準
備
時
期
の
作
業
が
栽
培

中
盤
～
後
半
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
特
に
次
の
点
に
注
意
し
、
圃
場
準
備
を

行
な
い
ま
し
ょ
う
。

①�

耕
う
ん
は
圃
場
水
分
が
適
切
な
時
に
行

な
う

②
完
熟
た
い
肥
を
施
す

③�

土
壌
団
粒
化
を
意
識
し
た
土
づ
く
り
を

行
な
う

　
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
梅
雨
時
期
の

長
雨
対
策
と
し
て
の
「
額
縁
明
渠
（
が
く

ぶ
ち
め
い
き
ょ
）」
の
設
置
も
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

◆
土
壌
の
団
粒
化
を
作
る
ポ
イ
ン
ト

　
団
粒
構
造
を
作
る
た
め
に
は
、
前
述
の

と
お
り
完
熟
た
い
肥
や
腐
植
を
高
め
る
資

材
を
利
用
し
、
土
壌
水
分
が
適
切
な
時

（
土
壌
表
面
が
光
沢
を
帯
び
て
い
る
場
合

は
過
湿
、
砂
ぼ
こ
り
が
立
つ
よ
う
で
は
乾

き
過
ぎ
）
に
耕
う
ん
作
業
を
行
な
う
よ
う

に
し
ま
す
。

　
◆
地
温
を
高
め
る
！

　
夏
秋
野
菜
は
特
性
上
、
暖
か
い
気
温
と

床
の
温
度
（
地
温
）
が
十
分
に
な
い
と
う

ま
く
生
育
し
ま
せ
ん
。

　
家
庭
菜
園
で
一
般
的
に
施
さ
れ
る
「
敷

き
わ
ら
」
は
夏
場
の
地
温
を
下
げ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
春
先
に
地
温
を
上
げ
る

効
果
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
黒

マ
ル
チ
等
の
地
温
上
昇
効
果
の
高
い
資
材

を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
マ
ル
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

　
４
月
下
旬
か
ら
夏
秋
野
菜
を
定
植
す
る

5
月
上
旬
～
中
旬
は
例
年
、
強
風
が
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
マ
ル
チ
ン
グ
に
よ
っ

て
高
め
た
地
温
を
下
げ
な
い
よ
う
に
、
写

真
の
よ
う
に
マ
ル
チ
が
飛
ば
な
い
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
マ
ル
チ
ン
グ
は
定

植
の
７
日
前
ま
で
に
は
済
ま
せ
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
定
植
作
業

　

定
植
は
な
る
べ
く
風
が
弱
い
日
を
選

び
、
苗
が
傷
ま
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

ま
た
、
定
植
後
は
仮
支
柱
を
立
て
て
苗
の

ぐ
ら
つ
き
を
防
ぎ
、
活
着
を
促
進
し
ま

し
ょ
う
。

◆
猛
暑
対
策
は
早
目
に
！

　
令
和
５
年
産
の
野
菜
栽
培
は
、
過
去
に

例
を
見
な
い
猛
暑
の
影
響
を
受
け
、
各
地

で
生
育
不
良
や
減
収
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
の
対
策
は
土
づ
く
り
と
併

せ
、
初
期
か
ら
の
入
念
な
管
理
が
重
要

で
す
。

　
次
の
よ
う
な
対
策
を
早
め
に
施
し
、「
気

象
に
左
右
さ
れ
に
く
い
野
菜
作
り
」を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
猛
暑
対
策
資
材

①
敷
草
・
敷
き
わ
ら

②
液
肥

③
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材

水
　稲

マルチ後にビニル紐などで補強します

▲メリット（葉面散布剤）▲ボンバルディア
　（灌注・葉面散布剤）

団粒構造とは？

土の粒は単体
粒子がくっつ
いた団粒。

土の粒は単体粒子
のまま単粒。

空間が小さく水が
排出されにくい。

空間が大きく粗い
ので、水はけがよ
すぎる。

〈粘土質〉 〈砂質〉

団粒構造 単粒構造
必要な水と養分は、
単体粒子の小さな
すき間と団粒同士
の間に蓄えられる。

余分な水分は大きなすき間から
排出される。通気性もよい。

広島中央地域広島中央地域

なるほどえ～のぅ!営農情報
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展示ほ場のご紹介
園芸センターで栽培している夏秋向けの作物を紹介します。

その他の作物についても有望品種の比較展示栽培を行なっています。
ぜひご来場いただいて、栽培の様子も併せてご覧ください。

【ビニールハウスでは】
〇ホウレンソウの品種比較　　〇ミニトマトの横誘引
〇トルコギキョウの品種比較　〇ブドウの新品種展示

【露地では】
〇ナスの展示栽培　　　〇カボチャの２作栽培
〇春ネギの品種比較　　〇馬鈴しょの品種比較
〇タマネギの展示栽培

東広島市
園芸センターより 東広島市園芸センター　℡ 082-433-4411

問い合せ

　広島中央農機センターでは、春の農繁期に次の
期間、土・日・祝日の休日営業を実施します。
　どうぞご利用ください。

【実施期間】４月20日（土）～ ５月26日（日）

広島中央農機センター
農繁期の休日対応について

　　広島中央地域のアグリセンターでは５月、
土・日・祝日の休日営業を実施します。
　どうぞご利用ください。

【営業時間】午前８時30分～午後５時
※�６月以降の日程は、来月号でお知らせします。

アグリセンター
５月の休日営業お知らせ

▲ミニトマトの様子 ▲トルコギキョウ

地域本部制度廃止に伴うご案内チラシに、一部誤りがありました。ＡＴＭコーナーの一時休止の対象ＡＴＭコーナーに「とれたれ元気市と
なりの農家店出張所」となっていましたが、正しくは「とれたて元気市となりの農家店出張所」でした。

大型特殊自動車運転免許（農耕車限定）取得に向けた
講習会および試験のお知らせ

　道路運送車両法の運用見直しに伴い、農耕車の公道の走行時法令順守に取り組むため、ＪＡ全農ひろしま
主催による講習会が次のとおり開催されます。
　次年度は、受講費用が大幅に上がる見込みです。免許取得を検討されている方は今年度の取得をおすすめ
します。
　つきましては、希望の日程を各アグリセンターでお申し込みください。

〈留意事項〉
⑴ �講習会の受講によって必ず免許取得とはなりません。講習会終了後に実施される試験を
受験し、合格者のみ免許交付となります。

⑵講習会は、全日程参加（土日を除く６日間）が受講条件となります。
⑶ �この試験は、広島県自動車運転免許三次試験場で、広島県警察の協力のもと、講習会で
使用したトラクタにより行なう大型特殊自動車運転免許（農耕車限定）取得の試験です。

開催日時

講　習 講　習　日　程
注 土日は休講としますが、祝日は開催します。 試　験　日 申込期日（厳守）

第１回 ６月25日（火）～ ７月 ２日（火） ７月３日（水） 5月10日（金）
第２回 ９月17日（火）～ ９月24日（火） ９月25日（水）

７月 ５日（金）第３回 10月 ８日（火）～10月15日（火） 10月16日（水）
第４回 11月 ５日（火）～11月12日（火） 11月13日（水）

開催場所

受講人数
受講費用
申込方法
抽選結果

講習：全国農業協同組合連合会広島県本部 広島営農技術センター（東広島市河内町入野11631-13）
試験：広島県自動車運転免許三次試験場（三次市畠敷町1880-11）
12～14名／回  ※応募が定員を超過した場合、抽選になります。
38,000円（税込）　※受験料2,600円（非課税）が別途必要です。
お近くのアグリセンターでお申し込みください。
抽選により決定した受講者への連絡は、当ＪＡを通じて行ないます。別途必要書類をご記入並び
にご準備いただくようになりますので、ご了承ください。
なお、抽選結果の個別連絡は、決定した受講者のみとさせていただきます。

（第１回、第２回～第４回は、まとめて抽選が行なわれます。）

ご不明な点は、こちらにご連絡ください
営農支援センター
 TEL：082-423-5913

広島中央地域
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